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閲覧手順の内容

1．院内採用薬一覧の閲覧法
2．医薬品の詳細情報の調べ方
3．処方オーダ画面で

医薬品の情報を検索する方法
4．最新の添付文書情報を

インターネットで閲覧する方法
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＜閲覧手順1＞
院内採用薬一覧の閲覧法
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①EGMAIN-GXトップページの「薬剤部」をクリックする。
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②「On line Formulary of Yamaguchi university hospital
(山口大学医学部附属病院専用)」をクリックする。
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③On line Formulary of Yamaguchi university hospital
(山口大学医学部附属病院)の目次が開く。 6



・医薬品の取り扱いについて（2012.10)
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③On line Formulary of Yamaguchi university hospital
(山口大学医学部附属病院)の目次が開く。 8



・常備医薬品一覧（2014.5)
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1）「編集」から「検索」をクリック

例：一覧からガスターを検索したい場合
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2）検索画面が表示される

3）「*薬品名*」のように｢*｣間に検索したい薬品名を入力する。

11



4）常備医薬品の場合、その医薬品名へカーソルが移動する。
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＜閲覧手順2＞
医薬品の詳細情報の調べ方
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①EGMAIN-GXトップページの「利用者ID」と「パスワード」を入力し、
ログインする
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②「ナビゲーションマップ」をクリックする。
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③「部門」の「薬品情報検索」をクリックする。
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④検索したい医薬品名を入力し、「検索ボタン」をクリック
（例：キプレス）

検索ウインドウ画面

1）医薬品名から検索する場合
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⑥検索結果の一覧が表示される。

「採用レベル」は当院採用有無を示す。
当院採用薬の場合
「共通」、「院内」あるいは、「院外」と表示

「先」は後発品かどうかを示す。
後発品の場合「後」と表示

⑦一覧から閲覧したい薬品（例：キプレスチュアブル錠5mg）を選
択し、ダブルクリックする。
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⑧選択した薬品（例：キプレスチュアブル錠5mg ）の添付文書情報が表

示される。※1ヵ月に1回情報更新
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2）薬効分類から検索する場合
例：当院採用のH2ブロッカーを検索する

③「検索」をクリック

①採用薬品を選択する。

②薬効分類の「H2遮断剤」を
選択する。
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⑤当院採用のH2ブロッカーの一覧が表示される。

⑥一覧から閲覧したい薬品（例：アシノン錠150mg）を選択し、
ダブルクリックする。
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＜閲覧手順3＞
処方オーダ画面で
医薬品の情報を検索する方法
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①右クリックし、「DI検索」を選択する。

患者の処方オーダ画面
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②「医薬品名」、「薬効分類」等で検索する。
※検索範囲で採用薬品に絞ることが可能。
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＜閲覧手順4＞
最新の添付文書情報を

インターネットで閲覧する方法
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PMDA（医薬品医療機器総合機構）HP：
http://www.pmda.go.jp/index.html
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医薬品情報関連情報HP：
http://www.pmda.go.jp/pnavi-05.html,
(参照2015-3-17)
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・医薬品名を入力して検索する

28



・検索結果の一覧が表示される。
・検索結果の「添付文書」のPDFあるいはHTMLを

押下する。
・インタビューフォームを押下する。
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・最新の添付文書情報が閲覧可能。

30



31

・インタビューフォームも閲覧可能。



1.緊急安全性情報（イエローレター）・安全性速報（ブルーレター）
2.重篤副作用疾患別対応マニュアル（医療関係者向け）
3.保険適用される公知申請品目に関する情報について
4.医薬品リスク管理計画（RMP)
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1. 緊急安全性情報（イエローレター）・
安全性速報（ブルーレター）

①「安全性情報・回収情報等」をクリックする。
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②「緊急安全性情報・安全性情報」をクリックする。
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③「緊急安全性情報・安全性情報」の一覧が表示される
一覧から閲覧したいファイルをクリックする。



緊急安全性情報（イエローレター）・安全性速報（ブルーレター）

「緊急安全性情報」は、医薬品又は医療機器の製造
販売業者が作成した情報であり、緊急に安全対策上
の措置をとる必要がある場合に発出されます。 「安
全性速報」は、緊急安全性情報に準じ、一般的な使
用上の注意の改訂情報よりも迅速な安全対策措置を
とる場合に発出されます。
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2.重篤副作用疾患別対応マニュアル（医療関係者向け）

①「安全対策業務」をクリックする。
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②「情報提供業務」をクリックする。
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③「重篤副作用疾患別対応マニュアル（医療関係者向け）」を
クリックする。
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④閲覧したい「副作用名」をクリックする。



重篤副作用疾患別対応マニュアル（医療関係者向け）

重篤副作用疾患別対応マニュアルは、「早期発見・早期対応」として、
重篤度等から判断して必要性の高いと考えられる副作用について、患者
及び臨床現場の医師、薬剤師等が活用する治療法、判別法等を包括的に
まとめたものです。
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3.保険適用される公知申請品目に関する
情報について

①「承認審査関連業務」をクリックする。
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②「保険適用される公知申請品目に関する情報について」を

クリックする。
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③この部分をクリックする。
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適応外であるが、保険適応される医薬品とその効能・効果、

用法・用量の一覧が表示される。



保険適用される公知申請品目に関する情報について

欧米では使用が認められているが、国内では承認されていない適応等について、学
会等から要望された品目に対し、医療上の必要性を評価するとともに、公知申 請へ
の妥当性も確認しています。また、薬事・食品衛生審議会では、検討会議が作成し
た公知申請への妥当性に関する報告書に基づき、事前評価を行っており、 この事前
評価が終了した段階で、当該効能効果又は用法用量は、薬事承認を待たずに保険適
用されることになります。

46



47

4.医薬品リスク管理計画（RMP)

①「安全対策業務」をクリックする。
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②「情報提供業務」をクリックする。



49

③「RMP提出品目一覧」をクリックする。
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④閲覧したい「医薬品リスク管理計画書」をクリックする。
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医薬品リスク管理計画（RMP：Risk Management Plan）について

医薬品の安全性の確保を図るためには、開発の段階から市販後に至るまで常に
リスクを適正に管理する方策を検討することが重要です。医薬品リスク管理計
画 （以下、RMP）は、医薬品の開発から市販後まで一貫したリスク管理をひと
つの文書に分かり易くまとめ、調査・試験やリスクを低減するための取り組み
の進 捗に合わせて、または、定期的に確実に評価が行われるようにするもので
す。
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薬剤部HPから「医薬品情報検索方法」を閲覧可能。



お問い合わせ先
山口大学医学部附属病院薬剤部DIセンター
Tel：0836-22-2668
FAX：0836-85-3751
E-mail:di-info@yamaguchi-u.ac.jp
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